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一　般　質　問
町議会びらとり

ち
の

た
私

2

め
て
様
々
な
検
討
が
必
要
で
す
が
、
専

門
的
な
知
識
を
持
っ
た
方
と
地
元
の
方

と
も
、
今
後
の
修
理
や
管
理
方
法
等
に

つ
い
て
協
議
・
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

問

近
年
、
情
報
伝
達
や
発
信
方
法

が
目
ま
ぐ
る
し
く
進
化
し
て
い
ま
す
。

当
町
で
も
デ
ジ
タ
ル
推
進
に
特
化
し
た

課
を
設
け
、
取
り
組
み
を
強
化
し
て
は

ど
う
か
。

デ
ジ
タ
ル
推
進
の
一
環
と
し
て
テ
レ

ワ
ー
ク
が
行
え
る
環
境
を
整
備
し
つ
つ
、

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
関
係
人
口
を
増
や
し
た
り
、

ま
ち
に
賑
わ
い
を
作
り
出
す
こ
と
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
が
、

当
町
で
も
同
様
な
取
り
組
み
が
で
き
な

い
か
、
伺
い
ま
す
。

答

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

町
民
へ
の
情
報
提
供
は
も
と
よ
り
、

問

鉄
道
記
念
館
に
つ
い
て
、
来

館
者
は
年
間
で
約
２
０
０
０
人
か
ら

２
５
０
０
人
程
度
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
今
ま
で
に
展
示
品
の
盗
難
も

あ
り
ま
し
た
。
内
部
展
示
品
の
管
理

体
制
や
記
念
館
の
活
用
方
法
に
つ
い

て
今
後
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答

（
総
務
課
長
）

記
念
館
に
つ
い
て
は
、
常
駐
す
る

こ
と
が
建
物
を
管
理
す
る
上
で
大
変

有
効
だ
と
考
え
ま
す
。
現
在
の
と
こ

ろ
具
体
的
な
案
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昨

年
か
ら
振
内
支
所
長
を
含
め
て
活
用

方
法
等
を
協
議
し
て
お
り
、
事
例
な

ど
を
集
め
な
が
ら
今
後
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

問

振
内
鉄
道
記
念
公
園
の
存
在

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
上
で
も
、
交
流
人

口
を
拡
大
し
て
い
く
観
点
か
ら
も
、

鉄
道
記
念
公
園
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン

ト
に
つ
い
て
続
け
て
欲
し
い
と
思
う

が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

答

（
総
務
課
長
）

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
施
設
を
利

用
す
る
こ
と
は
有
効
だ
と
考
え
ま
す
。

今
後
も
記
念
館
等
を
利
用
し
た
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て
継
続
し
、
新
た
な
も

の
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

客
車
の
雨
漏
り
等
の
修
理
を

含
め
て
簡
易
宿
泊
施
設
で
あ
る
ラ
イ

ダ
ー
ハ
ウ
ス
の
再
生
が
必
要
と
思
う

が
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答

（
総
務
課
長
）

当
該
施
設
は
現
在
休
止
中
で
す
が
、

今
後
調
査
検
討
す
る
中
で
宿
泊
業
再

開
と
な
れ
ば
、
再
度
宿
泊
業
の
許
可

申
請
を
す
る
こ
と
で
対
応
出
来
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

問

旧
国
鉄
と
し
て
歴
史
的
に
も
教

育
的
な
視
点
か
ら
も
、
Ｄ
―
５１
機
関
車

等
に
つ
い
て
劣
化
・
老
朽
化
が
進
み
早

期
の
修
繕
が
必
要
と
考
え
る
が
、
財
政

的
な
措
置
を
含
め
て
今
後
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

答

（
総
務
課
長
）

専
門
家
の
調
査
を
経
た
上
で
、
復
元

と
保
全
に
向
け
た
予
算
措
置
が
必
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
や
ふ
る
さ
と
納
税
の
資
金
活

用
な
ど
も
有
効
で
あ
り
、
そ
れ
ら
も
含

め
て
今
後
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

答

（
町
長
）

当
町
に
訪
れ
て
い
た
だ
く
た
め
に
も

こ
う
い
っ
た
施
設
を
残
し
て
い
く
の
が

重
要
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
財
源
含

町
の
情
報
発
信
の

　
　
　

取
り
組
み
に
つ
い
て

※この文章は一般質問した議員本人が要約・作成したものを基に

　作成しております。

全内容は平取町ホームページの平取町議会会議録をご覧ください。
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問

町
で
は
独
自
の
補
助
金
制
度

を
様
々
設
け
て
い
ま
す
が
、
財
政
が

厳
し
い
中
で
、
余
剰
金
を
少
な
く
す

る
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。
補
助

金
を
受
け
る
側
の
多
く
は
補
助
金
を

見
込
み
な
が
ら
、
年
間
計
画
を
立
て

運
営
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
補
助

金
の
交
付
が
遅
れ
る
と
事
業
を
進
め

る
こ
と
が
厳
し
く
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
毎
年
行
う
事
業
に
つ
い
て
は
概

算
払
い
を
し
、
の
ち
に
精
算
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
、
伺
い
ま
す
。

答

（
総
務
課
長
）

地
方
自
治
法
、
会
計
法
の
規
定
に

則
り
「
平
取
町
補
助
金
等
交
付
規

等
整
備
基
本
構
想
・
基
本
計
画
策
定

業
務
」
と
は
何
か
伺
い
ま
す
。

答

（
総
務
課
長
）

老
朽
化
し
た
役
場
庁
舎
、
町
民
体

育
館
、
消
防
庁
舎
が
建
て
替
え
時
期

に
来
て
い
る
た
め
に
、
防
災
拠
点
と

し
て
集
約
化
、
複
合
化
を
図
り
つ
つ
、

本
町
市
街
地
の
活
性
化
に
資
す
る
施

設
と
す
る
方
法
に
つ
い
て
、
役
場
庁

舎
に
お
い
て
は
建
て
替
え
る
方
法
と

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
び
ら
と
り
の
施

設
を
改
修
し
役
場
機
能
の
集
約
化
を

図
る
方
法
と
、
ど
ち
ら
が
効
果
的
か

つ
効
率
的
か
、
ど
こ
に
ど
の
よ
う
に

整
備
す
る
こ
と
が
最
適
か
な
ど
の
企

画
提
案
を
募
集
し
ま
し
た
。

問

住
民
説
明
会
は
ど
う
進
め
る

の
か
。

町
外
に
向
け
た
平
取
町
の
魅
力
発

信
、
関
係
人
口
の
創
出
、
移
住
・
定

住
、
企
業
や
人
材
と
の
つ
な
が
り
づ

く
り
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
等
関
連
す
る
取
組

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
二
地
域

居
住
の
促
進
や
二
風
谷
で
の
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
整
備
な
ど
行
っ
て
き

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
の
利

用
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
担
当
部
署
に
つ
い
て

は
、
専
門
的
知
見
を
持
つ
人
材
の
需

要
が
全
国
的
に
高
く
、
確
保
が
難
し

い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
は

Ｃ
Ｉ
Ｏ
補
佐
官
制
度
を
活
用
し
、
民

間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
な
が
ら
対

応
し
て
い
ま
す
。
令
和
８
年
度
は
行

財
政
改
革
で
組
織
機
構
の
見
直
し
を

検
討
す
る
年
で
す
の
で
、
専
任
体
制

や
横
断
的
な
推
進
体
制
が
必
要
か

な
ど
協
議
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

※
Ｃ
Ｉ
Ｏ
補
佐
官
制
度
と
は

Ｃ
Ｉ
Ｏ
（
情
報
化
統
括
責
任
者
）
を

専
門
的
知
見
か
ら
補
佐
し
、
自
治
体

の
Ｄ
Ｘ
推
進
を
支
援
す
る
制
度
。

則
」
で
は
、
「
補
助
金
は
額
の
確
定
後

に
交
付
す
る
」
た
だ
し
「
補
助
事
業
等

の
遂
行
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き

は
概
算
払
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
規
定
し
て
い
ま
す
。
補
助
金
の
う
ち
、

運
営
費
補
助
金
は
運
用
上
、
８
割
を
上

限
と
し
て
概
算
払
い
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
し
て
い
ま
す
。
８
割
で
も
な
お

運
営
に
支
障
を
及
ぼ
す
と
い
う
場
合
は

全
額
を
概
算
交
付
す
る
事
例
も
あ
り
ま

す
が
、
全
額
を
交
付
す
る
場
合
の
原
則

は
債
務
確
定
後
と
い
う
ル
ー
ル
で
す
の

で
、
会
計
検
査
院
等
の
検
査
で
も
事
務

適
正
と
さ
れ
る
よ
う
な
運
用
も
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ル
ー
ル
の

中
で
運
用
し
て
い
く
時
に
概
算
払
い
と

い
う
方
法
を
使
っ
て
今
の
ご
要
望
に
は

お
応
え
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

問

４
月
に
行
っ
た
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
「
平
取
町
防
災
拠
点
型
庁
舎

役
場
庁
舎
整
備
事
業
の
現
状

と
今
後
の
大
規
模
事
業
の

進
め
方
に
つ
い
て

△消防庁舎（昭和 49 年新築）

◁
二
風
谷
地
区
の
サ
テ
ラ
イ
ト
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答

（
総
務
課
長
）

庁
舎
内
検
討
委
員
会
の
検
討
を
終
え

た
後
、
町
民
有
識
者
等
に
よ
る
検
討
委

員
会
を
組
織
し
、
素
案
を
作
成
し
、
住

民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

問

情
報
公
開
の
中
で
、
行
政
が
何

を
行
お
う
と
し
て
い
る
の
か
、
住
民
に

知
ら
せ
る
こ
と
が
大
事
だ
と
は
思
い
ま

す
。
対
話
か
ら
生
ま
れ
る
「
納
得
と
共

感
」
も
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
進
め
方
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

（
町
長
）

情
報
公
開
は
基
本
原
則
と
捉
え
て

い
ま
す
。
様
々
な
利
害
が
違
う
方
か
ら

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
納
得
、
共
感
を

し
て
い
た
だ
く
努
力
を
行
い
、
決
断
を

行
い
ま
す
。
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

財
源
、
時
間
な
ど
考
慮
し
な
が
ら
、
適

切
な
情
報
の
伝
達
を
行
い
、
住
民
意
向

の
把
握
を
基
本
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

年
町
立
二
風
谷
ア
イ
ヌ
文
化
博
物
館
開

館
、「
ア
イ
ヌ
文
化
の
里
づ
く
り
」
を

推
進
。
国
に
よ
る
施
策
と
し
て
平
成
８

年
有
識
者
懇
談
会
に
お
い
て
イ
オ
ル
再

生
の
必
要
性
が
提
起
さ
れ
、
平
成
９
年

ア
イ
ヌ
文
化
振
興
法
が
制
定
、
施
行
さ

れ
た
。
こ
れ
を
受
け
町
で
は
平
成
13
年

に
Ｉ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
構
想
を
策
定
し
、
ア
イ
ヌ

文
化
環
境
保
全
対
策
調
査
や
文
化
的
景

観
保
護
推
進
事
業
、
イ
オ
ル
再
生
事
業

の
開
始
、
21
世
紀
・
ア
イ
ヌ
文
化
伝
承

の
森
再
生
計
画
の
締
結
、
加
え
て
ア
イ

ヌ
施
策
推
進
法
に
基
づ
く
総
合
的
な
事

業
を
ア
イ
ヌ
政
策
推
進
交
付
金
に
よ
り

展
開
し
て
き
た
。
令
和
６
年
に
は
「
日

高
山
脈
襟
裳
十
勝
国
立
公
園
」
が
誕
生

し
、
環
境
省
と
の
連
携
も
行
っ
て
い
る
。

Q

町
全
体
が
博
物
館
な
の
で
、
全

町
民
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
説
明
会

を
開
き
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
く
場
を
考

え
て
い
ま
す
か
。

（
松
澤
）

A

地
域
の
説
明
会
は
非
常
に
重
要

で
す
で
の
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

今
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

（
ア
イ
ヌ
施
策
推
進
課
）

Q

わ
か
り
に
く
い
事
業
な
の
で
地

域
へ
の
説
明
に
は
映
像
に
し
て
わ
か
り

や
す
く
し
て
は
と
思
う
が
。

（
木
村
）

遺
産
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
成
果
を
町
内
外
に
広
く
発

信
し
て
い
く
た
め
、
地
域
に
点
在
す
る

自
然
・
歴
史
・
文
化
資
源
を
相
互
に
つ

な
ぎ
、
地
域
全
体
を
一
つ
の
「
屋
根
の

な
い
博
物
館
（
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）」

と
し
て
体
験
・
理
解
し
て
い
く
考
え
方

で
整
備
す
る
計
画
。
観
光
案
内
機
能
を

持
っ
た
施
設
（
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
）
を
ま

ち
の
入
り
口
で
あ
る
紫
雲
古
津
に
設
け

る
予
定
で
、
建
物
の
候
補
と
し
て
旧
紫

雲
古
津
保
育
所
の
利
活
用
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

※
半
世
紀
間
の
平
取
町
に
お
け
る
ア
イ

ヌ
文
化
振
興
の
歩
み

昭
和
47
年
の
二
風
谷
ア
イ
ヌ
文
化
資
料

館
開
館
を
は
じ
め
、
昭
和
58
年
二
風

谷
ア
イ
ヌ
文
化
保
存
会
結
成
、
平
成
４

５
月
１５
日
開
催

◆
平
取
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ

い
て町

税
条
例
と
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
に
つ
い
て
、
国
の
関
係
法
令
が
改
正

さ
れ
、
３
月
３１
日
に
公
布
、
翌
４
月
１

日
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
専
決
処

分
し
た
と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
税

条
例
の
主
な
改
正
は
①
軽
自
動
車
税
環

境
性
能
割
の
廃
止
②
固
定
資
産
税
の
免

税
点
の
引
き
上
げ
③
能
登
半
島
地
震
に

係
る
固
定
資
産
税
特
例
措
置
の
創
設
。

国
民
健
康
保
険
税
の
主
な
改
正
は
①
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
新
設
②

医
療
分
の
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
③

低
所
得
者
の
保
険
税
軽
減
措
置
の
拡
充

と
な
っ
て
い
ま
す
。

５
月
２５
日
開
催

◆
シ
シ
リ

ム
カ
・
イ
ウ
オ
ロ

博
物
館
計

画
（
び
ら
と
り
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
計

画
）
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
平
取
町
が
ア
イ
ヌ
文
化
振

興
に
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
と
し
て
、

町
内
に
は
個
人
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
中

心
と
し
た
地
域
主
体
に
よ
る
数
多
く
の

△役場庁舎（昭和４０年改築）

総
務
文
教
・
産
業
厚
生

合
同
常
任
委
員
会

◁
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
考
え
方

町議会びらとり

ち
の

た
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ら
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

（
町
長
）

◆
び
ら
と
り
温
泉
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

近
年
、
人
件
費
の
上
昇
や
物
価
高
騰

が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
条
例
で
定

め
る
日
帰
り
入
浴
料
の
上
限
額
を
引
き

上
げ
る
改
正
を
行
う
案
で
す
。

◆
陳
情
審
査

５
月
25
日
開
催
の
第
３
回
臨
時
会
で

付
託
さ
れ
た
「
令
和
８
年
度
北
海
道
最

低
賃
金
改
正
等
に
関
す
る
意
見
書
の
採

択
を
求
め
る
陳
情
」
に
つ
い
て
協
議
し

た
結
果
、
採
択
と
決
定
し
ま
し
た
。

福
祉
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
働
し
、

出
前
講
座
、
実
務
者
研
修
、
外
国
人
人

材
と
の
交
流
、
さ
ら
に
は
北
海
道
介
護

福
祉
学
校
（
栗
山
町
）
と
の
連
携
を
行

っ
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

Q

将
来
を
見
据
え
て
外
国
人
を
雇

う
た
め
の
目
標
を
定
め
て
計
画
を
立
て

る
べ
き
で
は
。

（
松
澤
）

A

目
標
の
設
定
は
重
要
と
考
え
ま

す
。
各
関
係
機
関
と
協
議
し
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

（
保
健
福
祉
課
）

Q

人
材
確
保
に
力
を
入
れ
る
考
え

方
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
導
入
に
向
け
た
検

討
と
は
。

（
中
川
）

A

働
く
方
々
の
負
担
を
軽
く
す
る

こ
と
で
職
員
が
定
着
し
、
人
材
確
保
に

つ
な
が
る
考
え
で
す
。（

保
健
福
祉
課
）

A

今
年
度
に
は
完
成
さ
せ
て
地
域

の
皆
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
い
映
像
を
お

見
せ
し
ま
す
。（

ア
イ
ヌ
施
策
推
進
課
）

Q

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
の
候
補
場
所
が

旧
紫
雲
古
津
保
育
所
で
す
が
、
こ
こ
に

決
定
し
た
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
崎
廣
）

A

紫
雲
古
津
自
治
会
で
は
、
今
の

と
こ
ろ
何
も
利
用
す
る
計
画
が
な
い

と
の
こ
と
、
ま
た
平
取
町
の
入
口
で
あ

り
、
ポ
ロ
シ
リ

頂
上
ま
で
望
む
こ
と
が

で
き
、
本
計
画
の
全
体
が
説
明
し
や
す

い
こ
と
も
考
慮
し
ま
し
た
。

（
ア
イ
ヌ
施
策
推
進
課
）

Q

旧
紫
雲
古
津
保
育
所
は
近
く
に

小
学
校
が
あ
り
、
道
路
が
狭
く
な
っ
て

い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
辺
の
環

境
整
備
も
考
え
て
ま
す
か
。
（
中
川
）

A

学
校
や
地
域
と
相
談
し
な
が
ら

安
全
性
に
考
慮
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
ア
イ
ヌ
施
策
推
進
課
）

６
月
２
日
開
催

◆
令
和
７
年
度
介
護
人
材
確
保
に
関
わ

る
取
り
組
み
に
つ
い
て

介
護
人
材
の
確
保
に
向
け
て
、
平
取

◆
第
４
期
平
取
町
食
育
推
進
計
画
の
策

定
に
つ
い
て

食
育
基
本
法
に
基
づ
き
自
治
体
の
努

力
義
務
と
し
て
位
置
付
け
さ
れ
て
い
る

市
町
村
食
育
推
進
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

Q

他
の
課
や
団
体
も
巻
き
込
み
な

が
ら
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
多
く
の
世

代
に
む
け
て
食
育
に
取
り
組
ん
で
は
。

（
松
澤
）

A

ど
の
世
代
に
お
い
て
も
食
育
は

大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
関

係
機
関
と
の
連
携
も
検
討
し
な
が
ら
進

め
ま
す
。

（
保
健
福
祉
課
）

◆
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
令
和
７
年
度
は
新
規
返
礼
品
の
追

加
、
検
索
連
動
型
広
告
の
強
化
、
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
の
拡
充
で
、
少
額
寄
附
が

中
心
の
サ
イ
ト
で
も
納
税
額
増
に
効
果

的
で
、
納
税
額
は
３
億
４
５
０
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

Q

今
後
４
億
円
ま
で
目
指
す
の
で

あ
れ
ば
、
今
の
体
制
で
対
応
し
て
い
け

る
の
か
。

（
中
川
）

A

納
税
額
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り

事
務
量
等
も
増
え
て
い
く
状
況
は
、
私

も
押
さ
え
て
い
ま
す
。
現
状
を
見
な
が

▽ご神馬絵馬

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

△交通安全御守

△平取中学校出前講座

義経神社関連の返礼品

ち
の

た
私
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６
月
４
日
開
催

◆
令
和
８
年
度
図
書
館
講
座
の
開
催
に

つ
い
て

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
が
あ
り
、
そ

の
使
途
と
し
て
図
書
館
の
振
興
に
資
す

る
事
業
と
申
し
添
え
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
納
税
額
の
一
部
を
原
資
と
し
て
講

座
の
予
算
を
増
額
。
絵
本
作
家
の
宮
西

達
也
氏
を
招
き
開
催
す
る
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

◆
町
税
の
不
納
欠
損
処
分
に
つ
い
て

地
方
税
法
第
１５
条
の
７
第
４
項
（
滞

納
処
分
執
行
停
止
期
間
３
年
経
過
）
に

よ
る
平
成
２９
年
１
件
６
万
８
０
０
０

円
、
令
和
４
年
４
件
３
万
７
７
０
０
円

の
町
税
不
納
欠
損
処
分
す
る
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

◆
二
風
谷
コ
タ
ン
Ｄ
Ａ
Ｙ
開
催
補
助
金

に
つ
い
て

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
「
二

風
谷
コ
タ
ン
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
事
業
展
開
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

①
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
②
そ
り
滑
り
体

験
・
か
ん
じ
き
体
験
③
舞
台
演
劇
「
シ

ー
ボ
ル
ト
父
子
伝
～
蒼
い
目
の
サ
ム
ラ

イ
～
」
の
関
係
者
を
招
聘
し
シ
ー
ボ
ル

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結

・
地
域
共
生
型
高
校
生
寮
整
備
工
事

契
約
者
：
小
林
組
大
基
・
楠
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体

契
約
金
額
：
５
億
１
９
２
０
万
円

▼
専
決
処
分
報
告

地
方
税
法
及
び
地
方
税
法
施
行
令
等

の
関
係
法
令
が
改
正
さ
れ
、
令
和
８

年
３
月
３１
日
に
公
布
、
翌
４
月
１
日

に
施
行
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
平
取

町
税
条
例
」
及
び
「
平
取
町
国
民
健

康
保
険
税
条
例
」
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
を
専
決
処
分
し
た
と
の
報
告

を
受
け
、
承
認
し
ま
し
た
。

▼
農
業
委
員
会
委
員
の
選
任

次
の
１４
名
の
選
任
に
同
意
し
ま
し

た
。

山や
ま

田だ

慶け
い

一い
ち

氏
（
紫
雲
古
津
）

藤ふ
じ

本も
と

学
ま
な
ぶ

氏
（
去
場
）

原は
ら

田だ

和か
ず

枝え

氏
（
荷
菜
）

坂さ
か

本も
と

秀
し
ゅ
う

司じ

氏
（
荷
菜
）

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

６
月
定
例
会
提
出
議
案
「
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」
は
、
工
事
入

札
の
日
程
か
ら
議
案
の
事
前
配
布
が
間

に
合
わ
ず
当
日
配
布
と
な
る
た
め
、
工

事
内
容
に
つ
い
て
口
頭
で
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

工
事
名
：
荷
負
生
活
館
改
築
工
事

◆
陳
情
審
査

５
月
２５
日
開
催
の
第
３
回
臨
時
会

で
付
託
さ
れ
た
３
件
の
意
見
書
の
採
択

を
求
め
る
陳
情
に
つ
い
て
協
議
し
た
結

果
、
い
ず
れ
も
「
採
択
」
と
決
定
し
ま

し
た
。

①
令
和
８
年
陳
情
第
１
号
「
地
方
財
政

の
充
実
・
強
化
に
関
す
る
意
見
書
」
②

令
和
８
年
陳
情
第
２
号
「
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
堅
持
・
負
担
率
１
／
２

へ
の
復
元
な
ど
教
育
予
算
拡
充
と
ゆ
た

か
な
学
び
を
求
め
る
意
見
書
」
③
令
和

８
年
陳
情
第
３
号
「
道
教
委
『
こ
れ
か

ら
の
高
校
づ
く
り
に
関
す
る
指
針
』（
改

定
版
）
を
見
直
し
す
べ
て
の
子
ど
も
に

ゆ
た
か
な
学
び
を
保
障
す
る
高
校
教
育

を
求
め
る
意
見
書
」

ト
と
ア
イ
ヌ
文
化
、
平
取
町
に
ち
な
ん

だ
講
演
会
を
開
催
す
る
予
定
。

※
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
（
株
）
の
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
は
「
ふ
る
さ
と
応
援

Ｈ
（
英
知
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
令

和
７
年
度
に
「
二
風
谷
コ
タ
ン
Ｄ
Ａ
Ｙ
」

が
選
ば
れ
、
３
か
年
分
の
開
催
補
助

金
５
８
５
万
円
の
寄
附
が
決
ま
っ
た
も

の
。

◆
道
南
バ
ス
路
線
の
運
行
体
系
見
直
し

に
つ
い
て

道
南
バ
ス
が
運
行
す
る
路
線
に
つ
い

て
、
利
用
状
況
や
運
転
者
確
保
な
ど
を

踏
ま
え
て
令
和
８
年
１０
月
１
日
か
ら
運

行
体
系
の
見
直
し
に
つ
い
て
の
報
告
が

あ
り
、
①
平
取
６
時
２５
分
発
苫
小
牧
行

き
②
苫
小
牧
１１
時
２５
分
発
平
取
行
き
③

平
取
１１
時
２５
分
発
び
ら
と
り
温
泉
行
き

が
減
便
予
定
で
す
。
確
定
次
第
、
利
用

者
へ
の
周
知
を
行
い
ま
す
。

◁
二
風
谷
コ
タ
ン
Ｄ
Ａ
Ｙ
の
ポ
ス
タ
ー

審
議
し
た
議
案

第
３
回

臨
時
会

令
和
８
年

5
月
２５
日

第
４
回

定
例
会

令
和
８
年

６
月
１８
日

総
務
文
教
常
任
委
員
会

町議会びらとり

ち
の
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す
る
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
施
策

の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

【
提
出
者
：
松
澤
議
員
】

※
議
案
の
審
議
結
果
は
「
平
取
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
→
平
取
町
議
会
→
議
会
の
活

動
→
会
議
等
の
結
果
」
で
も
確
認
で
き

ま
す
。

館
講
座
開
催
費
増
額
、
二
風
谷
コ
タ

ン
Ｄ
Ａ
Ｙ
開
催
補
助
金

４
８
３
万
９
０
０
０
円
を
追
加

▼
意
見
書
案
の
提
出

・
各
常
任
委
員
長
よ
り
、
付
託
さ
れ
た

意
見
書
案
の
採
択
を
求
め
る
陳
情
４

件
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
採
択
と
す

る
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
元
に
意
見

書
案
が
提
出
さ
れ
、
可
決
し
、
関
係

行
政
省
庁
等
へ
送
付
し
ま
し
た
。

○
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に
関
す
る

意
見
書

【
提
出
者
：
崎
廣
議
員
】

○
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
・

負
担
率
２
分
の
１
へ
の
復
元
な
ど
教

育
予
算
拡
充
と
ゆ
た
か
な
学
び
を
求

め
る
意
見
書
【
提
出
者
：
崎
廣
議
員
】

○
道
教
委
「
こ
れ
か
ら
の
高
校
づ
く
り

に
関
す
る
指
針
」（
改
定
版
）
を
見

直
し
す
べ
て
の
子
ど
も
に
ゆ
た
か
な

学
び
を
保
障
す
る
高
校
教
育
を
求
め

る
意
見
書

【
提
出
者
：
金
谷
議
員
】

○
令
和
８
年
度
北
海
道
最
低
賃
金
改
正

等
に
関
す
る
意
見
書

【
提
出
者
：
中
川
議
員
】

・
次
の
意
見
書
案
が
提
出
さ
れ
、
可
決

し
、
関
係
行
政
省
庁
へ
送
付
し
ま
し

た
。

○
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実
現
に
資

垂た
れ

柳や
な
ぎ

忠
た
だ
し

氏
（
荷
菜
）

笹さ
さ

山や
ま

啓け
い

太た

氏
（
荷
菜
）

水み
ず

谷た
に

忠た
だ

幸ゆ
き

氏
（
本
町
）

宮み
や

入い
り

司
つ
か
さ

氏
（
貫
気
別
）

松ま
つ

原ば
ら

昭あ
き

彦ひ
こ

氏
（
貫
気
別
）

本ほ
ん

間ま

義よ
し

明あ
き

氏
（
貫
気
別
）

萱か
や

野の

久ひ
さ

彦ひ
こ

氏
（
長
知
内
）

髙た
か

橋は
し

朋と
も

嗣つ
ぐ

氏
（
長
知
内
）

渡わ
た

邉な
べ

邦く
に

衡ひ
ら

氏
（
振
内
町
）

川か
わ

上か
み

巧
た
く
み

氏
（
岩
知
志
）

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任

平ひ
ら

村む
ら

浩ひ
ろ

昭あ
き

氏
（
本
町
）
の
選
任
に

同
意
し
ま
し
た
。

▼
び
ら
と
り
温
泉
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

入
浴
料
の
上
限
額
の
改
正

▼
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
変
更

事
業
の
追
加
・
変
更
に
よ
る
計
画
の

変
更

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結

・
荷
負
生
活
館
改
築
工
事

契
約
者
：
五
十
嵐
・
日
新
経
常
建
設

共
同
企
業
体

契
約
金
額
：
２
億
２
４
４
０
万
円

▼
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

戸
籍
附
票
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託

料
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料
、
図
書

YouTube 配信はこちら！

議会を傍聴しませんか？
傍聴できる会議等は次の通りです。

開催日時 会議名 会議内容

８月７日（金）

９時３０分～

町議会臨時会

（議事堂）

議案審議等

８月２７日（木）

９時３０分～

総務文教常任委員会

（議員・委員控室）

所管事務調査

８月２８日（金）

９時３０分～

産業厚生常任委員会

（議員・委員控室）

所管事務調査

９月１７日（木）

９時３０分～

町議会定例会（１日目）

（議事堂）

一般質問等

９月１８日（金）

９時３０分～

町議会定例会（２日目）

（議事堂）

議案審議等

議会広報広聴常任委員会（議会広報担当）
委員長：松澤　以久子　副委員長：中川　嘉久
委員：崎廣　秀樹、萱野　久彦、千葉　良則

編集

ち
の

た
私
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～あの人に聞く～

萱野茂生誕１００周年の特別展「萱野茂メモリアル１００『萱野茂とあゆむ　―アイヌ　
ネノ　アン　アイヌ―』」についてお聞きします。

私たちの 町議会 びらとり ２０２６．8．7　vol. １２８　

　■発行／平取町議会 ■編集／議会広報広聴常任委員会

　〒 055-0192 沙流郡平取町本町 28 番地　　TEL　01457-2-2227    　　　*この広報誌は再生紙を使用しています

萱野茂生誕１００周年に寄せて

萱野茂氏の経歴を教えてください。

大正 15 年 6 月 15 日沙流郡平取村大字二風谷に生まれる。アイヌ
語を母語として日本語との二つの言語の中で成長した。青年期にア
イヌであることから逃避するために出稼ぎに出て、造材山の請負師
や測量作業員、炭焼きなど職業を変えながら生計をたてる。その後、
アイヌの民具、民話の収集記録に力を注ぎ、昭和 47 年、収集した
約 2000 点の民具を「平取町立二風谷アイヌ文化資料館」に結実
させる。その間、金田一京助氏、知里真志保氏らと知り合い、金成
マツ筆録のユカㇻ（英雄叙事詩）の翻訳・研究に関し金田一京助氏
を手伝う。昭和 50 年『ウエペケレ集大成』で菊池寛賞を受賞、昭
和 53 年北海道文化奨励賞、平成元年吉川英治文化賞、平成 5 年

北海道文化賞を受賞、平取町議会議員を 5 期途中の平成 4 年まで務め、平成 6 年から平成
10 年の４年間は参議院議員を経て、萱野茂二風谷アイヌ資料館長を務めた。平成 12 年に
大阪府吹田市の国立民族学博物館経由で総合研究大学院大学へ『アイヌ民族における神送
りの研究―沙流川流域を中心に―』を提出し、翌年の平成 13 年 3 月に学術博士号が授与
された。平成 12 年 11 月に平取町名誉町民の称号が授与された。平成 18 年 5 月、没。

萱野茂生誕１００周年を記念し、萱野氏のご子息であり、萱野茂二風谷アイヌ資料館長
の萱野志朗氏にインタビューしました。

萱
かや

野
の

志
し

朗
ろう

氏

平取町議会広報『私たちの町議会びらとり』に原稿を書く機会を得ら
れたことを平取町議会ならびに平取町民に深く感謝致します。この令
和 8 年が萱野茂の生誕１００年に当たり、また没後２０年となります。
アイヌ民族初の国会議員（参議院議員）となり、平成 9 年に制定され
た「アイヌ文化振興法」に現職の参議院議員として関わり、アイヌ民
族を取り巻く状況を少しでも改善しようと活動してきました。平取町
の今後のご発展と平取町民のご平穏をお祈りし「萱野茂」の紹介とさ
せていただきます。

最後に茂氏の生誕１００年（没後２０年）にあたり、ご自身の思いを
お聞かせください。

９月１日から１１月１５日の期間に二風谷の３館（平取町立二風谷アイヌ文化博物館、沙流
川歴史館、萱野茂二風谷アイヌ資料館）を会場に特別展を実施します。
平取町立二風谷アイヌ文化博物館では「アイヌらしい人間：アイヌ文化を生きる」を、沙流
川歴史館では「人間らしい人間：権利と尊厳を取り戻す」、萱野茂二風谷アイヌ資料館では「人
間らしいアイヌ：人との関係の中で生きる」をテーマに特別展を行います。萱野茂の歩みを
民具、言葉、映像、証言など多彩な資料からたどります。
また、関連イベントとして、５つのイベントも開催します。
詳細は平取町立二風谷アイヌ文化博物館のホームページよりご確認ください。
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